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県
民
の
国
際
貢
献
活
動
へ
の

参
加
意
識
の
高
ま
る
中
、
県
と

県
国
際
交
流
協
命
は
海
外
で
の
’

現
地
研
修
を
組
み
込
ん
だ
初
の

　
ｉ
際
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」
を
開
設
す
る
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
活
動
の
経

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。

て
四
回
は
外
務
省
民
間
劈
切

支
援
室
の
五
月
女
光
弘
室
長
、

岡
山
を
拠
点
に
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

の
菅
波
茂
代
表
ら
四
人
を
講
師

に
、
国
際
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ

る
。

　
続
い
て
九
月
下
旬
に
五
泊

六
日
の
日
程
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
現
地
研
堡
乖
走
。
首
都

・
マ
ニ
ラ
市
濁
辺
鄙
で
、
開

発
途
上
国
の
現
状
や
日
本
人

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
医

ｓ
唇
来
月
２
日
か
ら
養
成
講
座

円
。

　
募
集
対
象
は
十
八
歳
以
上

の
県
内
在
住
者
。
定
員
は
養

成
講
座
が
四
十
八
。
海
外
現

地
研
修
は
受
講
者
の
中
の
希

疸
者
で
二
十
人
。
応
募
多
数

は
抽
選
。
申
し
込
み
は
所
定

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

し
、
直
接
持
参
か
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
で
〒
７
０
０
、
岡
山

盲
啓
ず
ず
辞
認
庖

基
礎
知
識
講
座
に
加
え
；
実

践
一
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
　
　
！
ｌ
ｙ
９
’
４
‐
９
７
ｓ

ｒ
ｌ
ａ
;
Ｓ
１
９
?
!

。
で
の
研
修
を
予
定
。
自
主
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
’
ト

こ
海
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
、
ア
活
動
の
現
状
や
心
構
え
な
療
、
教
育
、
保
健
衛
生
な
ど
市
奉
還
町
一
フ
ニ
ノ
ブ
県

勣
に
参
加
で
き
る
人
材
を
育
ど
総
論
に
つ
い
て
学
ぶ
。
五
の
活
動
、
日
本
国
内
で
集
め
国
馨
哲
器
交
流
全
面
籐
。

て
る
。
受
講
者
を
募
果
し
て
い
～
八
回
は
青
年
海
外
協
力
隊
た
募
金
で
建
設
さ
れ
て
い
る
（
０
８
６
ド
２
５
６
－
２
０

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
研
修
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
－
一
¶
－
―
－
・
ｊ
Ｉ
ｌ
ｓ
　
／
　
－
　
―
ｄ
－
１
－
―
Ｉ
～

る
。
　
　
　
　
　
　
　
の
０
３
や
県
円
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
学
校
７
橋
な
ど
を
視
察
。
○
○
、
フ
ァ
ク
ス
０
８
石
１

　
講
座
は
八
月
二
日
か
ら
九
月
の
メ
ン
バ
ー
ら
七
人
が
福
祉
や
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
と
の
２
５
６
１
２
２
２
６
こ
蝉

六
日
の
毎
濠
土
曜
日
に
、
計
ハ
’
医
療
、
保
健
衛
生
、
教
育
刄
ど
意
見
交
換
金
も
行
う
。
参
加
め
切
り
は
二
十
五
日
、
（
必
。

講
座
を
岡
山
市
奉
還
町
の
岡
山
現
地
で
の
活
動
体
験
を
講
義
す
費
は
自
５
負
担
で
約
土
八
万
着
）
。
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